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依頼

中体連

福岡県協会審判部　審判員相互派遣システム・審判委員会組織図

種別を越えて相互に審判をすることで県全体のチームや審判員のレベルアップを図ること

（イメージ図）

派遣派遣

種別審判長間
で連絡・調整

審判部長・審判部補佐は
必要に応じて全体調整を行う

社会人

担当種別が依頼された人数・ペア数を確保できない場合は、次の種別審判長へ依頼を出す。

担当種別審判長の主導のもと依頼を受けた人数・ペア数を派遣する。

公認審判員へのバランスのよい吹笛の機会をつくること

当該大会のチーム関係者が審判をする負担や弊害を取り除くこと

各種別審判長は大会前に派遣依頼（人数・ペア数）を該当の種別審判長に出す。

依頼を受けた審判長は所属審判員の都合を調整して派遣できる人数・ペア数を伝える。

派遣

　依頼

派遣

依頼

派遣小学生

審判部補佐 ： 今泉暢禎

審判長
指導

サポートスタッフ

普及

新井　努 佐々木　克典 濱地　椋

中島　敬人

梶原　康司

社会人

安達　隆博 田代　智紀

中島　敬人 鶴　紘煕 岸本　直樹

学連

※あくまでも基本ラインなので、その他の種別へ依頼可能、その他の種別からの希望者を派遣可能とする。

R4　審判委員会組織

村山　功太 林田　誓太郎 萩原　佳明

審判部
佐藤　祐介 立花　優

種別

審判部長 ： 川端　祐貴

小学生

中体連

高体連


